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情報教育支援 システムCAMPUSESPerの

初 年度使用 に関す る報告

教養部 吉 田 光次

CAMPUSESPerは 平 成17年 度 か らJ棟 第3実 習室 に導 入 され た、 教 員 が学生 のPC環

境 を教 員 側 のPCを 通 じて コ ン トロー ルす る ことが で き る、 教 育 支 援 シス テ ムで あ る。

1995年 にDEC社 に よ って 開 発 され 、 現 在CAMPUSESPerProお よ び 、CAMPUS

ESPerLiteが ヒュ ー レッ ト ・パ ッカー ド社か ら提 供 され て い る。 本 学 で導 入 され て い る

の は、後者 で、 フルスペ ックで はないが、 最 小限 の機 能 が備 わ ってお り、十 分 に使 い 甲斐

のあ る システ ムで あ る。 従来 第3実 習 室 に は、 セ ンターモ ニ タ リング システ ムが あ り
、 学

生 のPC端 末2台 の問 に1台 の モニ ターを配 して、 それ を通 じて教 員 端末 画面 や、 ノー ト、

プ リン トな どの資料 、 ビデ オ、DVDの よ うな映 像 の提 示 が 可能 で あ った。 現在 も引 き続

き、 この システ ムは利 用可 能 で あ るが、 教 員 サ イ ドか ら学 生 へ の一 方 的 な資料 の伝達 とい

う形式 で あ るため、教 員 ・学生 間 の イ ンタラ クテ ィブなや りと りが で きな い ことが難 点 で

あ る。 しか し、CAMPUSESPerは 、 学 生 の端 末 の情 報 を教 員 サ イ ドの端 末 に送 る こ と

が可 能 で あ り、 授業 の方 法 に大 きな変化 が あ る と期待 され る。 本報 告 は、17年 度 授業 で使

用 した実 例 を掲 載 す る こ とで、未 だ使 用経 験 の ない教職 員 へ の啓蒙 とな り、一 層 この シス

テムが活 用 され、情 報教 育充実 の一 助 とな る ことを願 って執 筆 を始 め た もので あ る。 しか

しなが ら、1週 間 に1コ マの限 られ た回数 で の利 用 で あ った ため、一部 の機能 のみの紹 介

に留 ま らざ るを得 ない の は人変 心i-f-fしい限 りで あ る。 殊 に イ ンタラ クテ ィブな授業形 態 に

関 して、参考 にな るべ き例 を提 示 で きな い こ とは、心 苦 しい限 りで あ る。 況 して や、 教育

効 果 の報 告 に は、 なお多 くの時 間 とデー タ収 集 を要 し、 この稿 で は触 れ る こ とがで きない

こと も断 っておか な けれ ばな らな い。 完 全 を期す ため に は十分 な使 用例 が蓄 積 され るの を

待 って報 告す るべ きであ るが、 未だ利 用 に至 って いな い方 々に と って参 考 となれば、 と思

い、 志 しを低 く して、初 歩 的 な利 用法 の み を紹 介 す る。 実 例紹 介 の部 分 は、通 常 の マニ ュ

アル式 の記 述 は、情 報機 器 の利 用 に達者 な人 を除 いて は、退 屈 で、初 心者 の興 味 を惹起 す

るに は不適 切 で あ るか ら、 あえ て硬 い表現 を避 けた。 個 人 的感想 もま じえ なが ら書 か れて

いるので、 多少格 調 の低 い表現 が 用 い られ る点 につ いて は人 目に見 て いただ きたい。

概 略

第3実 習室 に は、48台 の学生 用PC端 末 と教 員用PCが2台 設置 され て い る。 ま た、 学

生 用PC端 末2台 の 間 に は モニ ターが 設 置 して あ るが、 これ はCAMPUSESPerシ ステ

ム と は関係 が無 い。 教 員 用PCの うち、1台 は従 来 か らあ る もの で、 この画面 が学 生 用
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PC間 の モニ ター に映 し出 され る仕 組 みで あ る。 も う1台 がCAMPUSESPer用 の教員 用

端 末 で あ る。CAMPUSESPerは 、教 室 内 でWindows系 シス テ ム(情 報 処理 セ ンター実

習 室 と同一)に ログイ ン して い る学 生 に限定 して、 その学 生 に直接 フ ァイル転 送 や画面 の

転 送 が で き る シス テ ムで あ り、 この教員 用端 末 も従 来 のWindows系 シス テムの ユ ーザ ー

アカ ウ ン トで ログイ ン して使 用 す る。CAMPUSESPerは 、 ログイ ン時 に 自動 的 に起 動

され、 図1の よ うに学 生 用端末 の配 置 が画面 上 に現 れ る。 ログオ フ時 も終了 す る必要 はな

い。 デ ス ク トップ は、 それ 以外 は通 常 と同 じで あ る。 っ ま り、CAMPUSESPerは 教 員

側 か らはひ とっ の ソフ トウェア と して操作 す るこ とにな る。学 生 のPC端 末 画面 は通常 は、

他 の教室 で使用 す る ときと変 わ らず、 教員 用端 末 で操作 した場合 にのみ、 画面 が割 り込 む

な どの変化 が あ る。 頻繁 に、 教員 サイ ドの画面 を割 り込 ませ るな どの操作 を しない限 り、

学生 は この システ ムの利便 性 を感 じるこ とは少 ない と思 われ る。 しか も、第3実 習室 で は、

旧来 の モニ ター に、 もう1台 の教員 用PCの 画面 を映す ほ うが安 易 で あ るか ら、 少 な くと

も筆者 は、 その よ うな使 い方 を して いない のが現状 で あ る。 よ って、 その場合 、学 生 か ら

みれ ば、 進 んだ授 業支援 システ ムを利 用 して い るとい う実 感 は ない と考 え られ、寧 ろ、 情

報 処理 セ ンターの第1実 習 室 に配備 され た場 合 の ほ うが よ り活 用度 が高 ま った ことは否 定

で きな い。第1実 習室 へ の配備 は、 次年 度以 降 に期待 す る こと と して、 第3実 習 室 の現 状

が無 駄 な設 備投 資 とい うわ けで は な い。 後 で紹 介 す るCAMPUSESPerの 教 材 配布 の機

能 は大 い に役 に立 っ し、 従 来 の システ ム もWordやExcelの よ うな実 習授 業 で は、 学生 の

端 末 画面 を 占有 して教 員 の画面 を見 せ る ことは、 非常 に短 時 間 に限 られ るべ き場 合 に有用

だ か らで あ る。 現在 の モ ニ ターを横 目に、 自身 の端末 を並 行 して操 作 をす る ことが で き る

状態 が理想 的 で あ り、非常 に利 便性 が よいの で あ る。 他方 、情 報基 礎 ・倫理 を は じめ と し

,貿ル⑤ ゆ ト艦}選択⑪ 表i示《ぬ 臓 叢纏韓》シスラム管護⑬ ト鳥qゆ鳩,唾9

D岱 口、ゑi闘 輿 留 日 麟 團 贈 響 夢 載3訓 蝦 邑

、賛 懲 ㌦隈.鞭 、

ぴお　 Nマ　t?

黒 。,曝ポ

　むお 　 it

團 圏 蛍
繍cr◎$④R㎞ 喜,ro蓼o「tErcet

轄

NT304　 　 ヒ

團
c

NTS88　 ゆロむ

團 團 訟
0ゲ禰 ち留1。r。。。`t敷刺

Nl'804ロ ぷむお

團 團
Micro,o戦Ev。a屡 翻ゆ'1満 ぢ

　f391ゆ 　 ピ

團

ち

ぢ

㎜團
舗
㎜國
猟

㎜圏

ち

螢
鷲
黒

螢
副

ρ

L

ぬ　らNTS21

雄團 團

嶽
勲

㎞

㎞

轟

鮭

繍
㎜
麟

ち

.
へ

漸

欝

黛ケ

ー、

瞬

む脚

瀞

堂

鞭

鹸

箒

、「塀,14、T8,。

國

loゲ鏑 ぢ1が わ情ち

ユ び　き 　 モ　

團
国辱crasoftEzce1ロ ゲ 稲 ち

罰

-

ぢ

ち

ぢ

ボ

畑

㎜團
鷺
漂

筥
幽
㎜團
蹴
㎜無

の

ほ

の

ぼ

螢
欝
圏
智
黒

螢
鷲
黒

讐

図

』

　 おNf331

團 團

じ

ギ

ぴ

お

ぬ

ヤ

し

ド
ほ
マ

み

ち

も

ち

び

螢

螢
欄
凛

㎜團
欄
黒

瞠
酬

㎞

ち

剛

ち

鰍

螢

螢
鷹
黒

螢
欄
黒

㎜鋸

図1

一2一



「奈良大学情報処理 センター年報No.16」

た、講義形式の時間を多 く含み、資料を提示 し、学生にじっくりとそれを見せることに重

点がある場合には、CAMPUSESPerの みの導入で も十分 であ り、座席 の向きも正面に

なっている第1実 習室 に適 している。それゆえ、筆者の第3実 習室での本 システムの利用

は、限定されて しまうのである。次節より順次例をあげて紹介 していくが、その点考慮さ

れたい。

上記の教室事情は平成17年 度の現実 を正確 に述べているのであるが、CAMPUSESPer

の利便性を説明す る上で、複雑すぎる要素を含んでいる。よって、以下では、仮想的な教

室A教 室(CAMPUSESPerの 導入 な し)と 教室B(CAMPUSESPerが 導入済 み)を

考えることに して、 あえて実情 を無視することにする。具体的に言えばセンターモニタリ

ングシステムの事は無視 して話は展開する。そして、一時、報告書の硬い表現方式を逸脱

し、個人的感想の書きやすい仮想日記形式にて解説を加えることにする。

利用例 一ある利用者の述懐

1.出 席状況 の把握

4月 某 日A教 室

今 日はパ ソコ ン操作IIの 授業だ。明 日も同 じ授業があるが、B教 室での授業だ。 どちら

の教室 もパ ソコン教室で、情報関連科目や情報機器を使用 した授業に使われる。但 し、B

教室 には、A教 室 にはないキ ャンパスエスパ ーが設置されている。

む
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パ ソコン操作Hは 実習科 目で ある。毎回出欠の確認をし、出席回数が%に 満 たない も

のには、単位を出 さないことにしている。授業の始めに必ず出欠確認をする。受講者は約
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30人 だ。一人 ずっ名前 を読 み上 げ る。返事 が な いので、「田 中 さん、 田中 さん いません か?

いな いで すね。」 出席 回 数 は単 位 を 出す条 件 だ。 返事 が ない とき は慎 重 を期 して何度 も確

認 す る。 こうい うこ とを繰 り返 して数 分 を無駄 に費 や して しま った。 遅刻 者 で もいれ ば、

話 す のをや めて名 簿 に書 き込 む こ ともあ る。 い い調 子 で話 して い ると きに中断 しな ければ

い けな いの ははな はだ迷惑 だ。 放 って お いて授 業 が終 わ って か ら確 認す る こと もあ るが、

最 近 の学生 は言 わず に帰 って しま う こと もあ る。 この あ と引 き続 いて あ る情報 科 目 「情 報

基 礎 ・倫理」 と もな る と、 受講 者 は最大62人 で あ る。 点呼 で 出欠確 認 な ど出来 る もので は

ない。 電子 メール を使 え るよ うに して、 私 に送 らせ て い る。授 業 が終 わ って電子 メール を

チ ェ ック して出欠 の確 認 をす るのだ。 その整理 に費 やす時 間 は全 く生産 的で ない。 しか も、

遅刻者 の判 別 が難 しい。電 子 メール を送 るの に、15～30分 与 え るの で、遅 れ て入 室 して も

間 に合 って しま うのだ。 入室 時 に呼 び止 め る しか な いが、授 業 を中 断 した くな いのだ。 な

ん とか な らな い ものか。

翌 日B教 室

今 日 もパ ソ コ ン操作IIの 授 業 だが 、B教 室 だ。 こ こで は、 キ ャ ンパ ス エスパ ーが利用 で

きる。 早 速 出席者 確認 に利用 す る。 教 員画 面 には、PCの ア イ コ ンが配 列 され て、 ロ グイ

ンして い るPCは す ぐに分 か る(図1)。 メニ ュ ーの 【フ ァイ ル】 を ク リック して み る と、

《 出席者 リス トの保 存》 が あ り、 これ を選 択 す る(図2)。 お な じみ の フ ァイ ル保 存 に作

業 は移 って い った ん終了 で あ る(図3)。 フ ァイル名 はデ フ ォル トで は教 室名 と時刻 か ら
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な る。2、30秒 あれ ば十分 だ。記 録 間違 いの心 配 もな い。 遅刻 者 が い る場合 は、 もう0度

出席 リス トを保存 す れば、最 初 の もの との差 で確認 で き る。 授 業 が終 わ ってか ら保存 した

フ ァイルを開 いて み る と学 生 のユ ーザ ーIDが 並 ん で い る(図4)。 出席者 の リス トで あ る。

これ はCSV(CommaSeparatedValue)形 式 の フ ァイルだ。 ユ ーザ ーIDの み しか な く、

氏名 はな い。登 録 して な いか らで、 そん な手 間 は掛 け られ な いの だ。 順 に並 んで い ないの

は、 エ クセ ルの並 べ替 え機能 を使 って解 決 で きる と して、欠 席者 が0目 でわ か らな いの は

不満 で あ る。 しか し、心 配 は無 用 だ った。 キ ャ ンパ スエ スパ ーの メニ ュー 【フ ァイル】 の

出席表 を選 択 す る と図5の よ うに全 ての授業 日の 出欠 が表示 され るので、 出席 状況 が0目

瞭然、な のだ。学生 が 何回休 ん で い るか す ぐに答 え られ る。

7月 某 日

4時 限 目 も終 わ った頃 に学生 が尋 ねて きた。今 まで何 回休 んだ か確認 したい とい うのだ。

B教 室 の授業 の方 だ。 キ ャ ンパ スエ スパ ーで調 べれ ば簡単 だ。 キ ャ ンパ ス エスパ ーがっ か

え るの は、B教 室 だ が…。 なん と、5時 限 目の授 業 がす で に始 ま って い る。 これで は確認

で きない。泣 く泣 く、 学生 に明 日来 るよ うに言 って帰 らせ る。 図4の フ ァイ ル はセ ンター

の どの端 末 で も開 くことがで きるが、 整理 は して いな い。 こうい う こと もあ るので、 自分

のPCに も整理 した出席 名簿 を作 成 して お こ う。 しか し、 出席 数 チ ェ ックにか け る時 間 は

大 き く短 縮 され た。 受講 者数 の多 い情 報基 礎 ・倫理 で あ ったな らよ り効 果 が あ ったであ ろ

う。
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2.学 生 画面監視
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5月 某 日A教 室

連 休 も明 けて、1年 生 もよ うや く大学 に慣 れ て きた よ うだ。 目を離 す と、Webサ イ ト

を見 た り、 演習 の レジュメを作成 した り して い る。 今 日は、 ワー プ ロソ フ トで学 生 に文章

を打 ち込 ませ て、文字 の大 きさを変 えた り、下線 を引 い た りとい った加 工 を施 す ことを教

え るっ も りだ。 しか し、 学生 の入 力速 度 は まち まちだ。早 く入力 が済 ん だ もの は手持 ち無

沙汰 で待 って いるが、遅 い もの はまだ半分 も入 力 して い ない。 幸 い この教 室 は、全席 が教

壇 に向か って い る。 教室 の後 方 へ行 けば全員 のPC画 面 が0目 でわ か るが、 どの程度 入力

が済ん で い るか まで は、 それ ぞれ の席 まで行 か な けれ ば確認 で きない。況 してや、座 席 が

学生 同士対面 してい る教室 で は、 つ鵜:3焔量L號 伽 瞭 ・_
川 爬 四〃曜1艘_ノ 漁7^J闘 ト細 ～レア⑳

通路を全部巡 ってようや く確認Oげ 日機 確

轟

劇

'準

聯}嫉9餉̂節 ◎◎

X
X
X
駕
O
X

O◎

◎
X
×
X
X
X
X
X
O
X
X
X
X
X
O
×
X
X
Ψ

藝㎜⑳㈱矧 O
κ
x
x
x

6
×
x

登
x
×

菱

菱

8

箋
x
O

箋
v

藝㎜

」

粥加1矧
O
X
X
×
X
X
O
X
O
X

O
X
X
×
X
X
X
X
OO

X
X
X
X
×

O
X
X
》

國

錘

愈*

蜘蜘

水

}

火

鰍
◎◎

x
x
x
冗
x
x
X
x

O
冗
×
冥
X
X
×
x
O
x
x
x
翼
X
◎
◎
x
X
》

月

癩
徽
磯
蝦
鰍
醐
瓢
餓

1獺

藝

」

」

い

欄イわ糊臼r
描謝6

降
;
雌餌瓢紳

藝サ輪ユ

仁「

噸

慧

羅
欝㎜難

酬　

灘
騨

が出来る。教室の中を歩 き回っ

ていると学生が質問 して くるの

で効用はあるが、次の操作の準

備で教壇か ら離れられない時も

ある。手持 ち無沙汰の学生 は

Webを 見て い る。 他 にや るこ
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不安ではある。
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翌 日B教 室

今 日はキ ャ ンパ スエスパ ーを使 って、学 生 が何 を して い るのか チ ェ ック しな が ら授業 を

進 め てみ よ う。 図1だ けを見 て も学生 が今何 を して い るか が分 か る。PCの ア イ コ ンの下

に使 用 中 の ソ フ ト名 が書 か れて い る。 しか し、 学生 の画面 をそ の ま ま教員 のPCに 表示 さ

せ る ことが 出来 るので それ を利 用 した。 まず、 は じめに どの学生 の画 面 を見 るか を指定 し

な けれ ば な らない。 そ の学生 のPCの アイ コ ンを ク リックす れ ば いい よ うだ。0人0人 見

て いて は時間がかか る。全 員 の分 を まとめて見 て、誰 の画面 を見 るか を決 め よ う。 メニ ュー

【選択 】 の《 ロ グオ ン中を選択 》 を選 ん で、 出席 者 全員 のPCを 対 象 と して み る(図6)。

続 いて メニ ューの 【授 業 支援】 の《 巡 回 モニ ター》 を選択 す る。 図7の よ うに格 子状 に画

面 が分 割 され学生 の画面 が表示 され る。 少 々小 さいが仕方 が な い。 進 み具 合が遅 い学 生 を

見っ けて チ ェ ック しよ う。 画面 を見 た いPCの アイ コ ンを右 ク リックす る と《 画面 取 得》

とい う選択項 目が あ るので それを選 ぶ。 この画面 は静 止画 で あ って リアル タイ ムに学 生 の

操 作が 画面上 に再 現 は され ない。 実 際 に学 生 が ど うい う操 作 を して い るか はわ か らな い。

結 局学生 の席 へ行 って指導 す る。 しか し、 歩 き回 らな くて もおお よ そ学 生 の進捗 具合 が把

握 で きるの は便利 だ。 こ っそ りとWebを 見 て いて も教 員 に はお見 通 しだ。 もっ と も、 見

られて い る とわ かれ ば学 生 も自重 す る。監 視 されて い る ことを普段 か ら強調 してお けば予

防的効果 が あ るだ ろ う。

図7
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しか し、受 講者 の多 い情 報基 礎 ・倫理 の よ うな授業 で監 視 で き る もので あ ろ うか。板 書

しなが ら説 明 を して い る ときな どPC画 面 な ど見 て い られ な い。 キ ャ ンパ スエ スパ ーの マ

ニ ュアルを見 る と、学 生PCで 一 部 の ソフ トに使用 制 限 をか け られ る ら しい。 シス テ ム管

理 に属す る少 々高度 な操作 だ。 是非 ともマス ター した い。

3.課 題配布 雛 癬 劃欝 シ嵐難 鯉 ツー鱒 鵬懸

6月 某 日A教 室 圏 副 暦習 鯉 圓騨 謬圓 創

Excelの 教科書 には練習 問
NT318NT324NT330
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のだ。Yド ライ ブにあ る私 が
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図8

を教 え、 コ ピー した フ ァイルを開 いて操 作 す るよ う指 示 を した。理 解 した学 生 は指示 どお

り作 業 をや って い るよ うだ。 しば ら くす る と、学 生 が言 う。 「先 生 、保 存 で きません」 予

想 は して い る。 「フ ァイ ルを コ ピー したか?」 「コ ピー?」 案 の定 コ ピーをせず に私 の フ ァ

イルを ダブル ク リック して開 いて操 作 して い るの だ。 っ ま り話 しを聞 いてい ない のだ。慣

れ て い るので コ ピーを説 明 して続 け させ る。 表 を作 る基 とな る資 料 はPDF形 式 で見 るだ

けなの で、 ダブル ク リックで構 わ ないが、Exce1の フ ァイル はそ うは行 か ないの だ。

翌 日B教 室

昨 日は、 学生 自身 に コ ピーを させ たが、 今 日はキ ャ ンパ ス エスパ ーの教材 配布 機能 を利

用 す る。 まず対 象者 を指 定 しな けれ ば な らな い。 当然 ログオ ン中の もの全 て だ。 っ ま り、

8
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図6の 操作 をすれ ば よい。続 いて、 メ ニ ューの 【授 業支 援】 か ら《教 材 の配布 》 を選 ぶ。

図8の よ うな画面が現 れ るが、 は じめ に教材欄 には フ ァイルの アイ コンはな い。 マイ ドキ ュ

メ ン トな どの 自身 の フ ォル ダか ら ドラ ッグ ア ン ド ドロ ップす るので あ る。 配布 先 の学生 の

フォル ダは、 マイ ドキ ュメ ン トのま まに して お くことに した。「パ ソコ ン操作 」 とい うフォ

ル ダを作 らせて い るが、指 定 した とお りの フ ォル ダ名 にな って い るか ど うか心許 な い
。最

後 に、実 行 ボ タ ンを押 す のみ であ る。 図9の よ うに実 行結 果 が表示 され る。 成功 した よ う

だ。 エ クセルの フ ァイル ばか りで な く、元 のデ ー タ とな る資料 も送 ってお い た。 プ リン ト

を多 数用意 す る必要 もな けれ ば、 コ ピー&ペ ース トを毎 度説 明 す る必 要 もな い。練 習 問題

を こなす こ とに時 間 を費 や す ことが で き、 効率 的 だ。

見 るだ けの資料 は送 らず と もYド ライ ブで 開か せ も良 いか も しれ な い。 情報 基礎 ・倫 理

の よ うな授 業 は、 そ うい う機会 が 多 いだ ろ う。 実 は、 キ ャ ンパ ス エスパ ー に、 教員 側 の画

面 を転 送す る機能 が あ って それ を利 用 す る こ とで用 は足 りる。 しか し、B教 室 には2人 の

間 に1台 モニ ターが あ って、 そ こに教員 画面 を映す こ とがで きるの で出 る幕 は なか った。

A教 室 に導入 され た場 合 に はマ ス ター しなけれ ば な るまい。

4.レ ポ ー トの 回収

7月 某 日A教 室

前 期 の授 業 も残 りあ とわず か だ。 試 験 の前 に ひ とっ課 題 を 出 して、 提 出 させ てお こ う。

例 に よ って、 フ ァイ ルを コ ピ0さ せ て作 業 を させ る。計 算 や グ ラ フ作 成 な どを こな して何
㈲ 掌

.・、 陀訊溢鯖{D
rt　 まゆ を　 　 　ひラ カ をムぽ　ゆき タンつ ぼ　 ちみプくジ

⊃岱 日國 巴幽國凹醐i劇 縛 駅 ジ国1&翻 働 理i

、團 團 、

一蓋
盤
還
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とか完成 だ。 提 出 は、 プ リンターに印刷 させ るよ り他 はな い。A4用 紙1枚 にお さめ るよ

うに注意 す るが、2枚 に して しま う者 もい る。1枚 に ま とめ る技術 が な いのだ。教 室 にプ

リンターは1台 だ。学 生 た ち は行列 をな して、 自分 の フ ァイルが 印刷 され るのを待 って い

る。授 業終 了間 際 に印刷 を させ たので、 待 って い る間 に終 業 の チ ャイ ムがな る。 次 の情報

基礎 ・倫理 の学 生 が入室 し始 あ た。 急 が な ければ な らな い。 休憩 もと らず に次 の授業 を し

た くはない。 しか し、用 紙 が な くな った り、誤 ってB4で 印刷 しよ う と して いつ まで待 っ

て も印刷 され なか った りと、バ タバ タ して い る うち に、次 の授業 の始 まるチ ャイムが鳴 る。

翌 日B教 室

今 日はキ ャンパ スエ スパ ーを使 ってす ば や く課 題 の回収 を したい。試 運転 とい うわ けで

な いが、 この機能 を使 って、 ア ンケ ー ト調査 を試 み る。最 終授 業 日に は授業 評価 ア ンケー

トを とる予 定 だが、一 足先 に独 自の調査 を しよ う とい うわ けだ。 とはい え、 本来 レポ ー ト

提 出の ための機能 だ。 誰 の提 出物 か はわか るよ うにな って い る。授 業評 価 の よ うな無 記名

形式 の ア ンケー トはで きな い。PCの 利 用経 験 や、 今 後利 用 したい ソフ トな ど、 差 しさわ

りの な い もの にす る。 配布 方 法 は以前 教 材配 布 した とき と同 じで あ る。 「ア ンケ ー ト」 と

い う名 の エ クセ ル形 式 の フ ァイル を配 布 して、 回答 を記 入 させ る ことに した。 回答 が済 ん

だ頃合 で、回 収 にかか る。 メニ ュー 【授業 支援 】 の 「レポ ー ト提 出」 を選 ぶ。 図10の よ う

な画面 が 出 るの で、先程 送付 した フ ァイル名、 回収 す る フォル ダ名 を指定 す る。学 生 か ら

回収 した フ ァイル それ ぞれ にユ ーザ ーIDを フ ァイル名 に付 け加 え る ことで区別 す る こ と

にす る。実 行 ボ タ ンを ク リックす る と早速 回収 を始 め る。 回収 の済 ん だPCか ら順 に 「正

常終了」の文字が並んでい く。無事 副 縛 鍵轡欝縷罐 國 裡1

ア ンケ ー ト回収 の終了 で あ る。 安心i

した と ころで・ 同 じ要 領 で・課 題 を 窓

配布 して、授業終了 直前 に回収 した。N

待 ち時間 は皆無 に近 い・操 作 になれ
,.、

れ ば、試験 もこの方 式 で行 って い い;

か も しれ ない と思 う。
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う機能 が あ る。先 生 か ら学生 ヘ メ ッセー ジを送 る《 メ ッセ ー ジ送 信》 とい う機能 、 そ の逆

に学 生 が先生 を呼 ぶ《 呼 び出 しボ タ ン》 とい う機 能 は使 え そ うだ。 しか し、 その操作 の煩

雑 さか ら考 えて、 直接指 導 した り、手 を上 げて呼 ん だ り した方 が手 間 が掛 か らな そ うだ。

教員 が別室 に控 え て いて キ ャ ンパ スエ スパ ーで監視 して い る環境 で な らば こそ の機 能 だ ろ

う・PCを 使 わず に説 明 を して い ると きに教壇 方 向 に集 中 させ る こ と も大 事 な ことだ。 マ

ウス とキー ボー ドを一 時 的 に使 用 で きな くす る《 マ ウスキ ー ボー ドロ ック》 や画面 を消 し

て しま う《 ブ ラ ックア ウ ト》 は有効 な手段 にな りそ うだ。 その ほか に も機 能 は多数 あ るが
、

授 業 の形 態 に よ って興 味 を惹 く もの は違 って きそ うだ。Webサ イ ト

http://h50146.www5.hp.com/solutions/industry/education/esper/cs .html

に機能 一・覧が あ るので、 参照 して もらいた い。

導入 初 年 度 を終 え て

平 成17年 度CAMPUSESPerが 導 入 され た教 室 には、 学生2人 にっ き1台 の モ ニ タ ー

が あ って 資料 提 示 に は 旧来 の教 材 提 示 シス テ ム が利 用 で き た た め、 却 ってCAMPUS

ESPerの 利 用 を妨 げた き らいが あ る。 しか も、筆 者 の場 合、週 に1コ マだ けの利 用 で あ っ

たため操作 に習 熟 す るまで に至 ったか大 い に疑 問 で あ る。習 熟 して いな ければ、 い くっか

の基 本的操 作、 容易 に扱 え る操 作 の みを利 用す る ことに汲 々 と して、 よ り教育 効果 の高 い

機 能 を利用 す る余 裕 が生 じない もので あ る。 本稿 で紹 介 した機能 は最 も基 本 的 な操 作 であ

るが、 実際 マニ ュアル な しで は難 しい操 作 もあ る。教 材配 布 や レポー ト回 収 は、毎 回 のよ

うに行 って いな けれ ば 円滑 には進 ま ない もので あ る。 その意 味で も、本 稿 はよ り高度 な利

用 例 の紹 介 が本来 期待 され たので あ るが、 その域 に達 しなか った こ とは筆者 と して反 省 せ

ねば な らない。 釈 明 を許 して も らえ るな らば、 授業 中 に試 行錯誤 をす る余裕 はな く、一 方

授業 時間 外 で は、他 の授 業 で利用 中 で あ った り、 また、 学生 が 不在 で は試 行 もで きな いの

で、利 用 法 を 「研究 」 をす るこ とが難 しい環境 で あ るのだ。 この よ うな条件下 で は、教 員

間で活用方法 につ いて互 いに共有 す る ことが重要 だ。情報 を収集 した上 で改 めて利用 マニ ュ

アルを作成 す る必 要 が あ るだ ろ う。 全 て のパ ソコ ン教 室 で この システ ムが導入 されれ ば 自

ず と経験 が蓄 積 され、 利用 の レベルが上 が る こと も予 想 され る。教 材提 示 が 円滑 に行 え る

レベル に習熟 度 が上 が れば、 当然 教 材 の デ ジ タル化 が 進 み、e-Learningの 土 台 も構 築 さ

れて い くであ ろ う。 しか し、 その速 度 が遅 々 と して いて は時代 に取 り残 され るであ ろ う し、

情報 機器 に習熟 しな い教 員 の授業 も旧態依 然 の ま まで 、恩恵 に預 か る ことは ない。 その よ

うな非効率 性 は独 りその教 員の み に留 ま らず、 人学 と しての評価 にっ なが る もので あ る。

利用 習熟度 が0向 に上 が らな い場 合 に はア シス タ ン トを導 入 して、 この システ ムの活用 を

促進 すべ きで あ る。

この シス テムが どれだ けの教 育効 果 を生 むか は、教 員 が どれ だ けの教 材 を用意 で き るか
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にかか って い る。 ま た、 コ ミュニ ケー シ ョン機能 を うま く利 用す る知恵 も必 要 だ。特 に、

情報 教育 以外 の授業 で は、 独 自の活 用方法 を考案 しなけれ ば その 専門教育 の特 徴 を活か す

ことはで きない だ ろ う。 型 どお りの利 川 ばか りで な く、 柔軟 な発想 で も って、 「研究 」 す

る必要 が あ りそ うだ。
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